
安全マネジメント体制
事故の芽を摘む
　鉄道の安全には、「人」「ルール」「設備」が重要な要素です。そしてこれら
が相互に連携できるよう、的確に「マネジメント」することによって安全が確保さ
れます。事故などが発生した場合の原因究明を的確に行い、対策をすみや
かに実践へと移すための「安全推進委員会」、現場第一線社員と本社幹部
が直接議論を行う「本社安全キャラバン」、グループ会社などとの安全推進体
制の強化を図る「ＪＥＳ－Ｎｅｔ」などを通じて、現場第一線から本社、グループ
会社なども含めたＪＲ東日本グループ全体で安全性向上に取り組んでいます。

●安全推進委員会
　鉄道事業の安全推進体制として、鉄道事業本部長を委員長とする「鉄道安全推進委員会」を本社
に設置し、事故の対策や事故防止に関する基本方針を審議し、安全施策を推進しています。また、各支
社と新幹線運行本部には、各支社長・運行本部長を委員長とする「地域安全推進委員会」を設置し、
支社内の事故原因究明や事故防止対策、安全活動の推進などを行っているほか、鉄道安全推進委員
会と連携して具体的な対策を実施しています。

●本社安全キャラバン
　現場第一線社員と本社幹部が直接議論を行う「本社安全キャラバン」を、年１回実施しています。
2008年度は「なぜ、同種の事故・事象が繰り返されるのか？」をテーマとし、夜間作業への立会いや
社員との議論の時間の拡大を図り、現場第一線社員と本社幹部が現状認識を共有化した上で、熱の
入った議論を行いました。

●グループ会社などとの連携
　列車運行に直接影響を及ぼす作業や工事を行うグループ会社などを対象にした安全推進体制とし
て「ＪＥＳ－Ｎｅｔ（ＪＲ東日本安全ネットワーク）」を2004年度に構築しました。2009年度からは、対象グ
ループ会社の拡大を行い、29社体制となりました。グループ会社などとＪＲ東日本が連携して、さらなる
安全レベルの向上を目指しています。

■安全推進体制（2009年4月1日現在） 社　長

各 現 業 機 関

本社内各部

運営

鉄道安全推進委員会 （本社に設置） 地域安全推進委員会 （各支社、新幹線運行本部に設置）

運営

安全企画部 総務部安全企画室支社内各部

委員長  ： 鉄道事業本部長（副社長）
委　員  ： 鉄道事業本部副本部長（常務取締役）、
  技術企画部長、安全企画部長、営業部長、運輸車両部長、
  設備部長、電気ネットワーク部長、建設工事部長、人事部長、
  J R東日本研究開発センター所長

審議内容
①重大な事故の原因究明およびその対策
②事故の傾向把握やその防止対策に関する方針
③安全に関わる設備や車両について
④踏切における事故防止について
⑤その他、事故防止に関する内容

委員長 ： 各支社長、新幹線運行本部長
委　員 ： 各部長、現場長など

活動内容
①運転事故や傷害事故について、鉄道安全推進委員会が決定した
方針に基づく具体的な安全対策の策定や推進

②支社内で発生した事故の原因究明およびその対策について
③支社内の事故の傾向把握や安全対策の実践、成果の把握
④支社内の社員による自発的な安全活動の推進について
⑤その他、支社内の事故防止に関する活動
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